
はじめに

情報化社会、 ITと いう言葉が世間一般で使われ始め

てずいぶんと時間が経ちました。

今では職場は言 うに及ばず 日常生活においても、OA機

器、・コンピュータ技術に対応する能力が必要とされてき

ています。情報の管理や伝達はパソコン上のソフ トウェ

アや電子メール等でより正確 ・効率的に行われるように

なり、時間や距離に縛 られない情報交換が可能となりま

した。

ただ一言で
“
情報

ル
とはぃっても、学校の中でも多種

多様かつ膨大な情報が存在 してお り、それらを管理する

ことも私たちにとって大事な仕事です。そして情報の持

つ内容を正確に把握分析 し、これからの教育活動に反映

させていくことが大きな目的の一つであると考えます。

また情報化が進むことにより各学校が様々な地域、組織

等との連携のもとに、それまで単独ではなしえなかつた

教育活動をすすめることが可能になってきます。

児童生徒の持っている個性や能力、可能性 といつたも

のを活かし、伸ばしていくためにはこれまでの学校教育

だけでなく、学校 と家庭、地域社会等がより密接に関わ

りあい協力 しあうことが重要です。

そこで、これからの私たちにとつて重要なことは学校

と地域 とが安心 してコミュニケーションや交流を行える

環境づくりに積極的に関わつていくことではないでしょ

うか。地域 との緊が りを築いていく上での一つの方法と

して、地域住民 ・社会に対する学校情報の公開や発信、

共有など学校をより深く知ってもらうということが大事

になってきているのだと考えます。

今後 さらに生涯学習が積極的に進められていく中で、

学校 と地域社会の交流は必然的に多くなっていくものと

考えられます。そしてそれ らは新 しい学校教育のあり方、

方向性を示 しているのではないでしょうか。

そこでひとつの例 として本県における学校の中の情

報化、 IT化 にともなう取 り組み、現状等を紹介 してい

きたいと思います。

宮崎県では平成 14年 (2002年 )8月 に全県を光ファ

情報化の中の学校事務

1 県 庁 LAN― WAN※ ①の導入

～グループウェア※②活用の日常化～

・県庁 LAN一 WANの 整備計画 と導入

宮崎県では、平成 8年 (1996年 )3月 に 「21世 紀に

向けての情報化」を目標に掲げ、

「情報 リテラシー※③の向上」

「情報処理基盤の整備」

「ネットワークの整備」

「総合行政情報システムの整備」

を基本方針とした 「行政情報化基本構想」及びこれを具

体化するための 「第 1期行政情報化実施計画 (平成 8年

度 (1996年度)～ 10年 度 (1998年度))」(以下 「第 1

期」という。)、「第 2期行政情報化実施計画 (平成 11年

～ネットワーク化に向けて～

宮崎県立学校事務職員協会 日南地区研究グループ 「翡翠」

発表者 宮崎県立 日南農林高等学校 主任主事 松木  寿
一

イバー網で接続 した 「宮崎情報ハイウ手イ 21」 が開通

しました。これを利用 した県庁 LAN― WANも 各出先

機関まで緊がり、電子県庁の構想をはじめとして、学校

事務の仕事もその波の中で変化 しつつあります。

日甫地区ではその情報化の流れをどのように活か し

ていくのか、日常の業務への活用や、学校施設開放のあ

り方など、ネットワークを利用 した取組みを模索 してい

ます。

「宮崎情報ハイウェイ 21」 の概要
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代表的な機能としては 「スケジュール管理」や 「掲示

板」等が挙げられますが、効率的に仕事をおこなつたり、

チームの仲間へ実用的な情報を発信したりなどなど、社

員やテームのコミュニケ■ションを促進したり、団結力

を高める効果を引き出る点が特徴です。

次に 「ある事務室の一 日」を通 して、実際の活用状況

を見ていきましょう。

2 地 区掲示板の利用

～グループウェアの役害J～

・事務室での一 日の始まり

自分の机上のパソコンの電源を入れ、パソコンが起動

するまでの間に、「出勤簿」に押印し 「学校警備 日誌」に

目を通 します。

パ ノヨンが起動 した ら、GroupWise(グ ループ ・ワイ

ズ)の アイ ヨンをク ブジク し、県庁 LAN一 WANの 自

分のメールボ ックスを開き、自分宛 と学校代表者宛に来

ている電子メールに 目を通 します。 メールの内容によつ

てはそれをプ リン トアウ トします。

さらに、県庁LAN一 WANの 掲示板と日南地区の事

務部会と事務職員協会の掲示板を開きます。ここでも、

教育委員会の週行事表が届いていれば、プリントアウト

し文書受付を担当者にお願いします。

以上は、始業してすぐに必ず繰 り返す日課となつてし

まいました。

[日南地区事務部会]掲 示板

=嘉キ|と1抵芸ユ'ナ転!志嘉奪キ■=111二!五二鞭 喜
・電子メールで促 される仕事

こうした形で仕事をするのが、日常となつたのはつい

最近のことですが、傾向として、急な電子メールで、そ

の日の仕事内容を急還変更せざるを得なくなることが、

大変多くなったように感 じます。

いままでも、急なファクシミリで回答をしなければな

らないことは度々ありましたが、県庁 LAN― WANの

導入で、回答までの期限が余裕のないものが多くなって

しまつたような気がします。

朝 9時 に受け取つた電子メールに午後 3時 までに回

答、こんなメールが 2件 も続くと、その 日の半 日は、そ

の回答に費やされてしまいます。

・県 庁 LA N一 W A Nの 強 制

県庁 LAN一 WANの ことで、さらに付け加えると

IS014000認 証に伴 う地球温暖化防止関係の提出書類の

ように、集計を容易に行 うようにするために、電子メー

ルに添付ファイルとして送ることが、要請されているも

のもあります。

現在、県から学校宛の文書は殆 どがメール便や郵便で

送付 されていますが、この送付について、近い内に電子

メールでの送付、学校にて印掃Jとなることがアナウンス

されています。

校内LAN整 備ができている学校は、その文書を校内

LANで 流すことで、ペーパー レスに仕事を進めること

が可能かもしれませんが、中途半端なLAN環 境の場合、

文書の印刷に時間と用紙の負担を強いられる恐れがあり

ます。それでも、文書が印刷物 としてではなく、デジタ

ルデータとして送付 されることは、文書の保管場所や過

去の文書の参照の面で、非常に便利になることが予想 さ

れます。

・研究の打合せは掲示板

私たちにとつて、最も大事な日南地区の事務部会の掲

示板の話をしましょう。

グループワイズの大変便利な機能の 1つ に 「共用フォ

ルダ」 とい うものがあります。「共用フォルダ」は、

① ユーザの方で自由にフォルダを作成できる。

② ユーザの方でフォルダを見せるメンバーを特定する

ことができる。

③ 掲示したメッセージは掲載 した本人または当該フォ

ルダの作成者であれば削除することができる。

などの利点があります。

この機能を利用すると、例えば、地区や各委員会、協

会組織などの限定した掲示板や、横断的なプロジェク ト

チームの会議室、趣味のグループ内の情報交換等、いろ

んな使い方ができます。

この機能を利用して、日南地区では昨年 5月 より地区

の掲示板を設置しました。現在、仕事上の問合せ、会議

の案内、慶弔のお知らせ、農産物の案内、地区研究の報
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また、Kド ライブは各所属で自由に使用できる HDD

領域で、容量は一人当た り30MBも あります。利用形態

としては、学校のファイルサーバーのバックアップや事

務室内LANが 未構築の学校においてファイルサーバー

として利用されています。

現状では、学校をまたがっての利用はできませんので、

用途が限られていますが、所属割当の容量を減らしても、

共通で利用できる領域を設定してもらえれば、Nド ライ

ブにおけるような学校独 自の様式集や学校事務の手引の

アンプなど利用方法はもつと広がるでしょう。

[Nド ライブ]内容
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注釈 ※

「Webサ イ ト」 とは

インターネット上で一般的に 「ホームページ」と呼ば

れているもの。

ホームページとは、正確には一般的に 「トップページ」

と呼ばれているページ、つまり、Webサ イ トにアクセス

したときに最初に表示される扉のページのこと。

トップページと下階層のページを含めたひとまとまり

を Webサ イトといいます。また、 トップページ以外の下

階層のページをWebペ ージと呼びます。

C)「PC/AT」 とは

米 IBMが 1984年 8月 に発表したパノコン。

発表当時、IBMは 周辺機器メーカー向けに内部構造を積

極的に公開したため、互換機を販売するメーカーが相次い

で登場しました。互換機ですから PC/AT機 と同じノフ ト

や周辺機器を使 うことができます。この PC/AT互 換機に

改良が加えられ、現在の Windowsパ ソコンに発展しまし

た。その意味で現在店頭に並ぶ Vヽindowsパ ノヨンは

PC/AT互 換機といえるでしょう。

4 学 校施設開放 FAQの 作成

・地域の中の学校

ここでバーチ ャルな世界か ら現実の世界に目を転 じ

てみましょう。

近年、「開かれた学校づくり」 とい う言葉をよく耳に

します。学校の施設を教育活動のみならず、地域住民の

生涯学習やコミュニティ活動の拠点として、有効に活用

しようという社会的ニーズが高まつています。その端的

な例 として、学校施設開放、公開講座、体験入学などを

あげることができるでしょう。

学校は児童生徒に対する教育機能だけでなく、地域社

会に対 してどれだけのものを還元 ・提供できているかと

いう側面からも評価 されるようになつてきています。

今後、学校は生涯学習の施設として、地域住民のコミ

ュニティ ・スペースとして、あるいは行政サービスの窓

日として、色々な機能が複合化 し、地域住民の交流の場

となっていくことが期待 されています。

私たちは学校事務職員 として地域住民 と学校 との運

絡調整にあたり、地域も意識 した学校施設づくりにつ と

めることが重要となつています。

また地域の生涯学習活動が円滑に循環 していくよう

情報を提供 し、予算の執行を通 してコミュニティ ・ワー

ク※Oを支援 していくとい う視点も求められています。

また、学校事務は、行政情報 と教育情報がクロスし、

それを集約整理できる立場にあります。

それだけに学校 と行政 と地域の接点を担 う職種 とし

て、例えばWebサ イ トの開設などを通しての情報提供や、

様々な機関の連絡調整を行い、開かれた学校づくりを促

進 していく立場にあります。
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今回作成 した 「学校施設開放FAQ※ ④」はその中のコ

ンテンツの一つとして公開されています。Webサ イ ト本

体の立ち上げに至るまでの詳細については熊本大会の研

究紀要に稿を譲 りますが、この機会に是非ご覧いただき

たいと思います。

宮崎県立学校事務職員協会公式サイ トurl

http7/wwttmttazaki'Coed.jpttimu‐hr/

学校施設開放FAQ

http7/wwttmiyazaki‐c.ed,jpゎimu‐hr/gakkou/faq.httIIl

または、事務職員協会の Webサ イ トより「公開講座を受

けたい」→ 「学校施設開放FAQ」 でご覧になることが

できます。

[完成版]

※ 注 釈 ※
― 一 十 一 ― 十 ~ ~ ~ ~ 0 十 一 一 ― 一 ~ エ ー ‐ ヽ 十 一 十 ~ ~ 、

① 「コミュニティ・ワーク」とは

市民自らが自分たちの地域を元気にするために、また、

地域の問題を解決するために主体的に取 り組んでいる

事業のこと。

② 「HTML」 とは

Hyper Text Markup Language(ハイパーテキス ト・マ

~ク アンプ ・ラングッジ)の 略。ハイパーテキス ト記述

言語。もしくはその言語で書かれた文書。

Webペ ージは様々な情報を結び付ける手段としてハ

イパーテキストを用います。このハイパーテキス トを記

述するための言語がHTMLで す。

HTttL は  SCWIL (Standard Generalized MarkuP

Language)を基本としたタグ付き言語であり、文字だけ

で他へのリンク情報 ・文書の様式 。その内容を表現しま

す。

ちなみに、タグとは、「この文字を太字にしなさい」、

「ここに罫線を入れなさい」という命令 (ヨマンド)の よ

うなもので、文字をく>で囲つたものです。

③ 「フレーム」 とは

ひとつのページを分割し、複数の HTML文 書を一度

に表示させるための境界線。

くiamese傍 で始まるHTWL文 書で作成することがで

きます。便利ですが、小さな画面では見にくくなるとい

う欠点があります。

④ 「FAQ」 とは

FrequentlyAsked Questionの略。

「ファーク」又は 「エフ ・エー ・キユー」と読みます。

インターネットやパソコン通信上で頻繁に尋ねられる質

問のこと。

5 課 題と展望

・何が変わつたか

県庁 LAN一 WANの 導入によつて、何が一番変わつ

たかといいます と、学校外の情報が豊かになり、外側に

向けての視野が拡大されてきたとい うことです。

同時に知事部局などの職員 との間に運帯感や一体感が芽

生えつつあるとい うことです。

日南地区に限つていえば、グループウェアを使つての

日常的な掲示板の利用で、距離的には離れていても一緒

に仕事を進めているとい う一体感が出てきました。

もちろん、県からの電子メールのや り取 りなどで、日

常的には追い立てられるように仕事をこなさなければな

らなくなりました。しかし、お互いに仕事を補完 し合い、

効率的な仕事のや り方や、作成ファイル (様式など)の

共有など、協力 し合つて仕事を進めていこうとする意識

が芽生えつつあります。

これが今後 「学校事務 ・業務の共同実施※」にむすび

ついていくかもしれません。

ただ、それはネ ットワークの宿命なのかもしれません。

デジタルデータを扱い、ネ ットワークを通 して仕事をす

る時、確かにデジタルディバイ ド (操作技術の格差)の

問題にはじまり、セキュリティ (安全性)、身体や精神の

ス トレス、機械や ノフ トウェアの トラブル (不具合)、廃

棄物処理、人員削減など、多くの問題点や課題がありま

す。
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学校施設開放FAQ

このページは、学校施設開放にともなう諸課題を考察 し、FAQと してまとめたものです。

(FAQ:フ アーク/エ フ・エー。キューFrequently Asked Questionの略。

インターネットやパノコン通信上で頻繁に尋ねられる質問のこと)

日南地区研究グループ 「翡翠」2002.9作 成

1.施設

Ql‐1学 校図書館を地域住民に開放することは可能か

Ql‐2学 校農場を開放する場合、留意すべき事項は何か

Ql‐3学 校プールを開放することは可能か

Ql‐4特 別教室 (視聴覚室、音楽室、調理室等)を 開放

する場合の留意すべき事項は何か

Ql‐5夜 間、休 日に施設を開放する場合の留意すべき事

項は何か

Ql‐6目 的外使用許可の手続きは必要か

2.設備

Q2‐1施 設設備の破損、故障が起きた場合、どのように

対処すべきか

Q2‐2パ ノコン講座での教育用ノフ トウエアは使用でき

るか

3.講師

Q3・1外 部の主催者及び講師との打合わせは、何に留意

すべきか

Q3‐2学 校主催での外部講師選任及び依頼はどのような

方法があるか

Q3‐3学 校職員への講師依頼及び 日程調整の留意事項は

何か(学校五 日制等)

Q3‐4社 会教育指導員等ボランテイアを利用できる仕組

みはないか

Q3‐5時 間外、休 日における学校職員の服務の取 り扱い

はどうなるか

Q3‐6公 務災害の対象となるか

Q3‐7講 師の兼務申請は必要か

4.予算

Q4‐1体 育施設以外で、施設使用料の徴収はできないか

Q4‐2令 達予算を超えた場合の光熱水費や施設故障によ

る修理費は要求できるか

Q4‐3講 師謝ネL支払いの留意点は何か (支払方法、源泉

徴収等)

Q4‐4報 償費の単価は何を基準に決められているか

Q4‐5農 作業で使用する電気水道代は徴収すべきか

5.情報

Q5‐1開 放講座の案内は、誰がどのようにすべきか、ま

た問合せには誰が対応するか

Q5‐2学 校のホームページで開放講座の案内を行 う場合

の留意点は何か

Q5‐3パ ソコン教室等に保存 してある生徒のデータはど

のように保護すべきか

Q5'4チ ラシやポスターを作製 し、配布、賄付する場合、

どのようなことに留意すべきか

6。その他

Q6‐1機械警備下における開放時の管理は、誰が言任を

持つか(休日、夜間等)

Q6‐2開 放時に非常災害等緊急事態が発生した場合、ど

のように対処すべきか       |

Q6‐3関 係者と部外者をどのように識別するか

Q6‐4講 座内容による受講生の片寄り及び欠席‐者多数の

場合はどうするか

Q6‐5駐 車場、便所、上履き、湯茶等の案内及び準備は

誰がどの範囲まで行 うか

1.施設

Ql‐1学 校図書館を地域住民に開放することは可能か。

Al‐1地 域住民に対しては、公の施設として県立及び市

町村立図書館があるため、当面は開放の必要性はないと

考える。ただし今後、学校図書館を開放することになつ

た場合、公立図書館とネットワークを組み、そこにメン

バー登録している者を対象とすること、開館する時間は

学校休業 日 (時間)と すること、ボランティア等司書業

務に携わる者を置 くこと、また学校運営上、館内では閲

覧についてのみ認め直接の図書貸出しはしないこと等を

考慮すべきであろう。
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※ l IT講習会を含む無償で実施する講習会に限ります。

※2※ 1の 条件に加え、学生オプション付き契約の場合

に限ります。

マイクロノフ ト関連HP

http7/wwⅥmicrosoft,comちapan/education/purchase/g

aごbu.asp

・ジャス トシステム (一太郎)・ …も学校向けライセンス

製品 (」L‐Educatton、学校パック)に てご購入いただき、

学校施設内で授業等にご利用いただいている一太郎 10

や一太郎ジャンプのライセンス製品はそのまま社会教育

や生涯学習の講習会/パ ソコン教室等にご利用いただけ

ます。その際、追加のライセンス購入や契約等は一切必

要ありません。

※非営利 目的の議習会/パ ソコン教室に限ります。

※学校で開催される講習会、国や地方公共団体がとりま

とめるIT講 習会に限 ります。

ジャス トシステム関連HP

http7/ww巾 巧uStSystem.co.jp/schooydhtた ndex.htlnl

・IBM(ホ ームページビルダー)・ …・作成中

・Adobe(Acrobat、  PhotoShop)… …作成中

関連HP仙 台学舎 「IT講 習会について」

httD://WW、Linpaku‐sendai.質■ip/2002/aboutit.ht111

インターネットに接続 してない時はこちら

日本エンデニヤ リンググループ 「IT講 習会におけるラ

イセンス問題。当団体の想い」

http7ww‐ enttnee■gttjpAtkousyuul,ht血

インターネットに接続 してない時はこちら

3.講師

Q3‐1外 部の主催者及び講師 との打合わせは、何に留意

すべきか

A3‐1当 初は学校行事、部活動の日程等の確認調整が必

要である。実施が決定したら、人員、使用施設、機材等

をそれぞれの担当教諭 と十分協議 してもらう必要がある。

貸す側においては貸与する前の状況を十分把握 した うえ

で使用させないと、破損、故障等が生じた際に トラブル

が生じる可能性がある。借 りる側においても施設、設備

の取 り扱いを十分知っておく必要がある。

Q3‐2学校主催での外部講師選任及び依頼はどのような

方法があるか

A3‐2担 当教諭等が市町村教委、生涯学習関係諸団体等

に問い合わせ、講師の選任及び依頼を行 う。事務担当者

は事前に報償費の額や旅費支給の有無、支払方法、支払

時期、各種税法など説明を行 う必要があろう。

Q3‐3学 校職員への講師依頼及び 日程調整の留意事項は

何か(学校五 日制等)

A3‐3勤 務時間外または学校休業 日に行 うため、半ばボ

ランティア活動としての意識が必要である。そのため、

本人の理解 と納得が大事であろう。

Q3‐4ボ ランテイアを利用できる仕組みはないか

A3‐4余 暇時間の拡大とともに、今後は社会教育指導員

等ボランティア活動の制度が充実 してくるであろう。現

在のところ、まだ登録制度や内容が乏しく適当な人材は

少ないが、特に資格や免許など講師としての条件がなく、

社会教育指導員の活動範囲(指導員の規則等)に支障がな

ければ、ボランティアを活用 しても差 し支えないと思わ

れる。

Q3‐5時 間外、休日における学校職員の服務の取り扱い

はどうなるか

A3‐5ボ ランティア活動の一環として行われるため、服

務外の取り扱いになると考えられる。

Q3‐6公 務災害の対象 となるか

A3‐6公 務ではないため、その対象 とはならない。事故

等の不安や危険性が考えられる場合は、社会的な活動を

対象する一 日保険や任意保険、スポーツ保険などに加入

することが望ましいと考える。

Q3‐7講 師の兼務申請は必要か

A3‐7基 本的には、勤務時間外におけるボランティア活

動の一環であり、兼務申請は必要ないと考える。県立高

等学校管理運営規則等を参照されたい。

4も予算

Q4‐1体 育施設以外で、施設使用料の徴収はできないか

A4‐1現 在のところ、条例、規貝Jに定めがないので徴収

できない。
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Q6・3関 係者と部外者をどのように識別するか

A6‐3初 日であれば、担当教員が出迎え、受付_(担当教

員が複数いれば役割分担)等を行う。期間中はネームプ

レー トや リボン等を配布 して、それを着用することで部

外者 と識別する。打ち合わせ等で来校された場合には、

通常の来客と同様、用件等確認 し、担当教員へ取 り次ぐ。

Q6・4講 座内容による受講生の片寄 り及び欠席者多数の

場合はどうするか

A6‐4少 数でも、開設可能な講座については、原則 とし

て実施すべきである。最低限の人数が定まつてお り、そ

の人数が集まらない場合には、中止または講座内容の変

更もやむを得ないと考える。(予算の関係もあるため、こ

の場合は、早い段階で担当教員と協議 しておく必要があ

る。)

Q6‐5駐 車場、便所、上履き、湯茶等の案内及び準備は

誰がどの範囲まで行うか

A6‐5駐 車場、昇降日、便所の場所、上履きなど、開講

初日に担当教員が案内する。また湯茶等は各自持参とい

う形にし(学 校で準備する必要はないと考える。
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